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The metabolisTn Of organic ae；ds by musl】rOOm fuflguS WCre Studiedin relation to the for－  

mat；on of oxalic acid． Acetate，Citrate．succinate，fumarate、malate and glycolate were  

eozISumed w吊1the mtlShTOOm fungus and，a＝he same【ime．1heformatiol10f cons；dera♭le  

amourltS Of oxalic acid was found．   

Especially，the considerable amount of oxalie acid was detected，Whem acctateas acarbon  

source was added to the medium of C．shiitake anditlVaS SuggeSted【hatthe Nord．sscheme  

of oxalate formation waslive with mushroom fungus．   

The organic acid decomposing ability ofC．shiitake waslower than Lhat of P・nameko  

and P．bispora．  

論   

前報で P∫‘～JJJo∠〟ろ～叩0用，Cp′一之J刀eJJ－′∫gカタJナ〟鳥e，銅のJJ雨‘…‘川Jg緑，の菌体生育にともなう各  

種有機牽の消長を見た．茸頸ほ培養中に教権の有機酸を生成し又分解した．培地に中和剤を添加し  

て培養すれば殆んど藩酸のみを蓄積した．確転生成量の大きいシイタケ菌は勿論の事他の二薗も陪  

の代言緋こよって各有機酸を経て篠酸を生成更に分解される事がほぼ推論されるので報告する．  

実  験  方  法  

1．供試菌及び培地組成：前報に準ずる．  

2．菌蓋培養法   

300mlの三角フラスコに501111の基本培地を分托し，常法に依り殺菌，種菌接種，250cにて   

25日間前培養L菌蓋を充分に形成させる．培養液を除去してこれを殺菌したKHごPO！0．2％，   

MgSOl■7Hゴ00．1％，溶液で数回菌体裏面を沈澱した後，この液を50ml加えて室温で24時   

間飢餓培養を行ない，次でこの飢餓培地を除去した炭炭素源せ加え実験に供した，培地のpHは   

5．5に調整した．  

3．振藍培養ほ基本培地100mlを500mlのフラスコに分注し，振幅8cm，毎分100回転の速度   

で行ない培養温度湿度は表面培養に準ずる．  
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実 験 結 果 及 び 考 察   

1．修穀分解能   

シイタケ菌糸はマッシ ュルームやナノコ菌糸に比較して培養中に多景の修酸を蓄積するが，更に  

培養を続けると生成された催酸は晩々に減少して行く，それ故倦酸生成量の少ないマッシュルーム  

やナメコ菌糸は，生成した篠酸を速やかに更に分解するた吟培地中の蓄積が極めて少ないと推察さ  

れるので炭素源として2次培地に篠酸100mg／100mlを添加し，48時間後培養液中の隆酸瀾出塁  

を過てンガン酸カリ法で測定した．  

Tal）1e T．The decomposition o［oxali⊂aCid bymushroorn fungus．   

マッシュルーム，ナメコ菌ではTablelの如く、添加遜酸の80．％以上を分解嫡出するカ1シイ  

タケでほ殆んど分解を受けず培地中に残存する．この事より経酸生成量の多いシイタケでは笹穀分  

解能が小さく，マッシュルーん ナメコでは生成された鹿酸を速やかに分解する事に原因があると  

推察される．   

2．グルコースからの有機酸生成   

前報で倦酸以外の有機酸ほ比較的培養の初期に生成され，その後徐々に減少し，菌体の生育が最  

高に達した20日日頃に，修酸農は最高に達する．この事から培養初期に生成した有機酸ほ，藤酸え  

の代謝中間生産物であろうと推定される．2次培地としてグルコース1％溶液を添加し，5時間後  

及び20時間後にグルコースより生じた有機喪は，節酪 キ酪 コハク酪 修酸，グリコール酸で  

Table2の如く，シイタケ菌糸に於ては篠酸の生成が著しく，マッシュルーム，ナメコ菌糸に於て  

ほコハク酸が増加したが，特に薩虫の増加ほ認められなかった．  

Tablelト The formation of organic a⊂ids on thc repla⊂ernent  

CuIture of the mushroom rungus．  

aceTIClformicIsucc1nlC t OXaliclg）y⊂OJic  SPeC盲es  ≡mg／1001、、1L  
2．25  
2．20  

1．35  
1．24  

孝．06  

6．62  
0．24  
1．42  

P．bispora  

3．12  
2．30  

1．32  
1．74  

1．66  
3．一・lり  

0．21  
1．92  

P．nameko  

1．59  
2．49  

1．41  
3．20  

0．94  
2．03  

9．54  
24．09  

C．sbiitake  

The composition of thc reJ）lacement medium（gノ100ml）K5HPO40．2，l（r72PO4O．2，MgSOj・7王1空0  

0．01，glucosel．0  
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3．種々の有機酸からの修転生成   

轄から倦酸生成に至る中間生産物として，或る種の有機酸を経るものと推定されるので，培養中  

に生産される有機蔽及び2，3の有機酸からの薩酸の生成を測定した．薩転生成塵は Table3の  

如くである．   
TableⅢ．The roIIlalion or oxalic a⊂id  

rrom the severalorgani⊂aCids  

by mushroom fungus宗  

各右横厳はNa塩を用い，遊離の有機酸は  

NaOhにて中和後使用した．   

島薗はアラ〆カワラタケ（〔卯・砧‘∫カ／′▼∫〃わ′∫）  

の篠酸をギ酸とCOJに分解する酵素はモノヨ  

ード酢酸によって阻害されることを認めている  

ので，これ等茸類の菌糸に於ても同様にこの酵  

素が阻害されて，篠酸が蓄積されると推定され  

たので10◆：！ⅣⅠモノヨード酢酸を培地中に添加  

した机 倦酸の特に著しい書取ま認められなか  

った．  

mg oxalic acid rormed  
pel－100mlmediunl  subslrate  

lO一三M  
C．slliitこIke  P．bisporalP．nameko  

3．03 ど17．30  
4．2（i   16．12  

0・94 r15・52  

0．9414．28  
1．08 18．4ム  

1．14／Ⅶ．48   

a亡etate   

Cltrate   

SuCClnate  

fumara【e  

nlalate  

gly⊂Olale  

串 Ar【er2days ori11⊂ubationlemp250   

Table3の如く、シイタケの倦酸生成は各有機穀共に多く，掛こ酢酸からの倦酸生成は多く，培  

養初期に酢酸の蓄積が見られる事等より考えて，酢酸ほ篠酸生成のための重要な中間生産物である  

と推察される．それ故酢酸から篠醸を生成する際の中間生産物の経時的変化を知るため，2次培地  

の炭素源を酢酸に代酋し，5時間後，24時間後，48時間後に検出された有横酸はTable4の如くで  

ナノコ南を比較のため典に表示する．  

TableⅣ．The changc of；lCetic acid ol＝he replacement⊂ulture of mushroot一一【ungus  

speciesi。競霊一両‡acellC  for111弓c t succini⊂l oxalic  lnalic I citric  

C．sll汗take  

8．SO  2．61  

2．06 J o．80   l．97     82．71  

2．38 ／ 102．18  3．35 † 1．23  

シイタケ菌は酢酸を急速iこ分解すると共に，篠酸の増加が著しいが．ナメコ菌では酢酸の急速な  

分解ほ見られるが，特殊な有機酸の生成は見られなかった．   

この事は前にも述べた様にナメコ菌は有機酸の中間生産物である修酸をよく分解するに反してシ  

イタケ菌では篠覿の分解能が低く，その結果薩酸を培地中に蓄積するものと推察きれる．   

これ尊茸頓の修酸代謝に於て酢酸をプー／レとする経路の存在を推定した．  
1j2）   

Nord及びVitucciは＾4el・tLL（LLS nLこ▼etlS等の4種の木材腐朽歯を用いてacetateより0Ⅹalateに  

至る二通りの代謝逢路を提案した．  
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aceta【e く；≡ニ：ニ：：：ご∋0Ⅹalate   

これら三等菌糸の培養中に，中間生産物としてsuccinateやglycolateを検出される尊から，こ  

の二経路の存在する可能性を推定した．   

4．シイタケ菌の修酸生成   

薩転生成歯であるシイタケに就て，篠蕨生成と生育に及ぼす2，3の物質及び培養条件に就て振  

遵法に依って検討した．   

1）；nitialpHとの関係   

基本培地のpHを硫酸（又は苛性ソーダ）でそれぞれ変化させて250Cで14日間培養した．   

Table5の如く，増益後のpHは約3．2と成  

り，菌体の生育は初期pHが5．5とやや酸性側  

ではば最高に達するが，pH4．0から6．5の広  

い範囲でよい生育を示した．篠酸の生成は初期  

pHがアルカリ性側に近ずく群書しかった．こ  

の事は前報で述べたアルカリ中和剤添加による  

橿駿蓄横量の増加に関連し，遊離型が塩型の蔭  

酸に比較して一層分解きれ易すいという結果と  

よく一致する．   

2）権濃度との開拓  

Table V．Ef（e⊂t OfirlitialpHonlhegrowth  

and（ormation of oxalic acid bv  

C．Slliitake  
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基本培地のグルコースの添加蚤を1から10％の間で変化して250cで培養し生育に伴う篠喪生成  

量はTable6の如くであった，初期pHを6．0とし培養すると終末pHは3．2から3．6に低下し，  

菌体ほ糖濃度5％以下では良い生育を示すが，それ以上濃度が上るに従って生育は阻害きれる．篠  

敢生成量は簡濃度とは逆比例し，菌顛の薩教生成量が基質虐度と比例すると云う従来の考えに一鼓  

しなかった．  

TableⅥ・Effect ofconcentration of gJucose on thc growth and  

formalion of oxaJic a⊂id by C．shiitake．  

圭dry wt・Ofm）†Ce）ium    g／100ml  

0．3581  

0．5208  

0．5592  

0．5498  

0．3786  

0．28（〉3  

3）培の種類との開院  

基本培地の炭素原として，庶培，グ′レコース，フラクトース，ガラクトース、「マ∵／ノース及びキ  
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シロースの各2％を添加し初期pHを6．0仁培養温度25つCで14日間培養した菌体及び徳酸生成量  

ほTable7の如くである．   

最終pHほ3．1から3．6に低下する．菌体の生育は善語及びヤソノースで荘盛で，キシロースで  

ほ全く生育しなかった．笹薮生成量はグルコース，フラグトースで比較的多く，篠穀の生成量と菌  

体の生育との間にほ明確な関係はないが，やや両老の間には逆の関係が存在すると推定きれた．  

TableⅦ．Effcct of some sugars on the grow【h and for血ation  

Df oxa】ic ac－d bv C．shi弓take．  

要   

葺類菌糸は修酸生成菌であることを知ったが，その機作に就て2，3の基礎朗な実験を試みた．  

1．シイタケ菌は培童小iこ修酸を大童に寄稿するが，これはマッシュルームやナメコ菌に比較して   

篠酸分解力が小きい事に原因する．  

2．培からの有機酸の生成はシイタケが膣酸をよく生成するに反してマッシュルーム，ナノコ南で   

はコ′、ク薩を主として生成した．  

3．茸類は種々の有機酸から薩酸を生成するがシイタケほ捌こ酢酸からの篠酸の生成量が多く，酢   

酸1・篠酸の経絡の存在が推定された．  

4．シイタケ菌の修蘇生成の条件はpHが徴酸性より中性に近ずく程，糖濃度は1％程度，糖源と   

してはグルコース，フラクトースが秀れていた．  

本研究の筆旨は日本両学会大会に於て19654，5に発表した．  
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